
静
岡
。
駿
府
城
三
の
丸
跡

所
在
地
　
　
　
静
岡
市
追
手
町

調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
一
月
ｉ
三
月
、
七
月
ｔ

一
一
月

発
掘
機
関
　
　
静
岡
県
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
山
下
　
晃

・
黒
田
勝
久

・
村
上
誠
二

。
羽
二
生
　
保

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
後
期
、
奈
良
時
代
イ
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

駿
府
城
跡
は
賤
機
山
東
南
の
安
倍
川
扇
状
地
２
扇
央
部
に
立
地
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
は
、
賤
機
出
に
よ
っ
て
北
西
の
風
が
さ
え
ぎ
ら
れ
、
安
倍
川
の
水
害

に
対
し
て
も
比
較
的
安
全
で
、

静
岡
平
野
の
中
で
も
最
適
な
生

活
環
境
を
形
成
し
て
い
る
。
今

回
調
査
し
た
部
分
は
、
駿
府
城

の
三
の
九
で
江
戸
時
代
に
は
城

代
屋
敷
が
置
か
れ
て
い
た
部
分

で
あ
る
。
付
近
か
ら
は
、
今
川

氏
館
と
思
わ
れ
る
跡
や
、
駿
府

城
に
関
わ
る
遺
構
は
も
と
よ
り
、

弥
生
時
代
中
期

。
後
期
、
古
墳
時
代
初
頭
の
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
調
査
で
は
、
新
た
に
古
墳
時
代
後
期
、
平
安
時
代
後
期
の
遺
構
が
検
出
さ

れ
、
時
期
に
よ
り
集
落
の
位
置
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
男
し
た
。
木
簡
が

出
上
し
た
遺
構
は
、
中
世
の
流
路
跡
と
ゴ
ミ
穴
と
思
わ
れ
る
土
羨
で
あ
る
。
流

路
跡
か
ら
は
漆
塗
椀
、
陶
磁
器
、
か
わ
ら
け
、
木
製
品
等
が
多
く
出
上
し
、
そ

れ
ら
の
遺
物
は
一
六
を

一
七
世
紀
に
比
定
で
き
る
。
土
羨
か
ら
は
多
量
の
木
製

品
、
植
物
遺
存
体
と
共
に
、
漆
塗
椀
、
瀬
戸

・
美
濃
産
の
鉄
釉
皿
、
唐
銭

・
北

宋
銭
等
が
出
土
し
、
時
期
は

一
六
世
紀
後
半
に
比
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
・
コ

一

×
＋
升
γ
Ｙ

（牌Φ∞）
×
卜∽
×
∞
　
Φ
μＯ

7954321
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;ξE

（
μ
Φ
］
）
Ｘ

∞
『
×

∞
　
　
〇
∞
μ

μ
Ｏ
∞

×

］
〇

×

卜
　
　
Φ
∞
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μ
Ｏ
⇔

Ｘ

］
牌
×

９
　

０
μ
ト

(静 岡)



1986年出上の木簡

木
簡
は
合
計
五
点
出
土
し
、
ω
と
②
が
流
路
跡
か
ら
、
他
は
土
羨
か
ら
出
土

し
た
。
①
は
木
簡
の
中
央
部
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
消
え
て

し
ま
っ
て
い
る
。
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
部
分
は
他
の
部
分
よ
り
腐
蝕
が
遅
れ

る
よ
う
で
、
若
千
浮
き
上
が

っ
て
お
り
、
今
後
判
読
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
性

格
と
し
て
は
②
と
と
も
に
呪
符
木
簡
と
思
わ
れ
る
。

③
の
第

一
字
は

〔鯖

ヵ
〕
と
し
た
が
、
あ
る
い
は
鰭
の
可
能
性
も
あ
る
。
用

途
と
し
て
は
荷
札
で
あ
ろ
う
。

⑭
の

「筑
後
様
」
の
上
の
二
文
字
が
判
読
で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
人
物
の

比
定
は
で
き
な
い
が
、
共
伴
遺
物
か
ら

一
六
世
紀
後
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
今

川
氏
に
関
係
す
る
人
物
の
可
能
性
が
高
い
。

五
点
目
の
木
簡
は
墨
痕
は
認
め
ら
れ
る
が
判
読
不
能
で
あ

っ
た
。

９
　
関
係
文
献

静
岡
県
教
育
委
員
会

『
駿
府
城
跡
内
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査

報
告
』

（
一
九

八
三
年
）

同

『
駿
府
城
三
の
九
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全

九
八
七
年
）

（
羽
二
生
　
保
）

木

簡

研

究

第
四
号

巻
頭
言
―
―
木
簡
保
存
法
の
思
い
出
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪

井

清

足

一
九
八

一
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官
跡
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
　
法
隆
寺
　
藤
原
官
跡
　
長

岡
京
跡
　
一二
条
西
殿
跡
　
鳥
羽
離
官
跡
　
若
江
遺
跡
　
佐
堂
遺
跡
　
大
阪
城

三
の
丸

（大
手
口
）
遺
跡
　
小
曽
根
遺
跡
　
尾
張
国
府
跡
　
下
津
城
跡
　
坂

尻
遺
跡
　
小
川
城
跡
　
恒
川
遺
跡
　
一二
ツ
寺
Ｉ
遺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
多
賀

城
跡
　
郡
山
遺
跡
　
胆
沢
城
跡
　
道
伝
遺
跡
　
笹
原
遺
跡
　
切
成
寺
遺
跡

安
田
遺
跡
　
大
森
鐘
島
遺
跡
　
一局
堂
遺
跡
　
漆
町
遺
跡

（
Ｃ
地
区
）

南
吉

田
葛
山
遺
跡
　
百
間
川
遺
跡
群

（原
尾
島
遺
跡
）

草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
道

照
遺
跡
　
長
門
国
分
寺
跡
　
野
田
地
区
遺
跡
　
湯
川
神
社
境
内
遺
跡
　
大
宰

府
跡

（大
楠
地
区
）
　

九
州
大
学

（筑
紫
地
区
）
構
内
遺
跡
　
長
野
遺
跡

辻
田
西
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
四
）

平
城
官
跡

（第
二
二
次
南

。
第
二
七
次

・
第
二
八
次

。
第
二
九
次
）

呪
符
木
簡
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

国四
　

率

木
筒
と
上
代
文
学
―
―
水
産
物
付
札
を
め
ぐ
っ
て
―
―
　
　
　
　
　
小

谷

博

泰

「漆
紙
文
書
」
出
土
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

藤

宗

諄

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円




